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家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

乳
幼
児
で
す
。

１
．
初
め
て
保
育
園
に
入
所
す
る
お
子
さ
ん
の
場
合
（
新
規
）

２
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
育
園
へ
移
る

　

こ
と
を
希
望
す
る
場
合
（
転
園
）

　

１
．
と
同
じ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
で
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す

　

る
場
合
（
継
続
）

　

今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
月
に
保
育
園

を
通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
保
育
料
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

１
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
受
付
期
間
中
に
忘

れ
ず
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表１　募集内容と保育サービスの概要

※対象児童年齢は、平成26年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、さくらの保育園、よつば保育園、あらと保育園は午前７時～８時30分、午後４時30分～７時、ひがしね保育
　園は午前７時30分～８時30分、午後４時30分～６時30分となります。
※障がい児保育は午前８時30分～午後４時30分となります。（時間延長保育は行っていません。）
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。
　利用料金は、３歳未満児が４時間まで1,250円で４時間超が2,500円、３歳以上児が４時間まで1,100円で４時間超が2,200円
　です。
※時間延長保育と一時保育は、各保育園で随時申し込みを受け付けます。
※詳しくは各保育園、子育て支援係にお問い合わせください。
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●利用会員（子育てのお手伝いをしてほしいかた）
　町内在住で、概ね小学校低学年以下の子どもの保護者
●協力会員（子育ての応援ができるかた）
　町内在住のかた
●両方会員
　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。

ファミリーサポートとは

　表２　平成25年度保育料（月額）

※１世帯から２人の児童が入所する場合は、第２子が半
　額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、第
　３子以上が０円となります。
※中学生以下の児童が３人以上いる世帯における第３子
　以上の保育料は０円となります。

協力会員を募集しています。
子どもと接するのが大好きなかた、
ご連絡をお待ちしています。

＊土・日・祝祭日の利用に対し、町が下記の
とおり利用料金の一部を支援します。

受  付  期  間

10 月 15 日（火）～ 31日（木）
午前９時～午後５時 15分

※土・日は除く。月曜日は夜７時まで。
受付場所（問い合わせ）

健康福祉課子育て支援係
（健康福祉センター内・☎ 86－ 0212）

■問い合わせ　白鷹町子育て支援センター「にこぽーと」　☎87－0083

▼募集内容
　①随時募集　②平成26年度年間雇用臨時保育士
▼勤務地　ひがしね保育園
▼採用条件　保育士の資格を有するかた、
　または取得見込みのかた
▼賃金　時給852円　（平成25年度）
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務課に準備しています。
　＊町ホームページからもダウンロードできます。
▼採用
　①入所児童数により職員定数に不足が生じた段階で随
　　時採用。
　②平成26年度入所児童数により採用人数決定。
▼雇用期間　採用から当該年度末まで。
＊書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から面
　接及び書類審査のうえ採用します（採用及び選考につ
　いては原則60歳未満のかたを優先的に行う予定です。
　名簿登録者全員が採用されるものではありません）。
■書類提出先　総務課総務係（☎85－6120）
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係（☎86－0212）
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　■問い合わせ　荒砥高校をサポートする会（事務局／総務課企画室企画調整係☎85－6123）

　町では、荒砥高校のさらなる発展を願い、荒砥高校に入学して学ぶ生徒の皆さんを応援する
ため「荒砥高校をサポートする会」を設立し、町を挙げて支援しています。

　町では、「笑顔かがやき 心かよう 美しいまち」を
めざしています。次代を担う高校生には充実した高
校生活を送り、めざす進路を実現してほしいと願っ
ています。そのために、荒砥高校に入学される皆さ
んを応援します。

　
　平成26年度新しく入学される皆さんに、入学時に
必要となる制服・運動靴などの購入費用や通学に係
る費用の一部を支援します。

　白鷹町社会福祉協議会が実施する研修を受講し、
介護の仕事の入門とされている資格を取得すること
ができます。ホームヘルパー２級に代わる資格とし
て平成25年度よりスタートしました。

講義のほか、介護の現場で活躍する講師より実践
的な演習を受講することができます。

◇荒砥高校は…
　昭和23年創立の白鷹町唯一の県立高校です。小規模校の特性を生かし、生徒一人ひとりを認めて伸ばす教育
を実践しています。また、ボランティアや職場体験、地域行事への積極的な参加など、地域とのつながりがた
いへん強い学校です。
　平成25年度から「総合学科」となり、３つの系列と多彩な選択科目を設定し、多様な進路希望に応じた教育
を目指します。

▲ボランティア活動　町立図書館「おはなしの会」で絵本
　 の読みきかせ

がんば
れ！荒

高生

▲ボランティア活動　福祉施設や地区公民館での車椅子
　 の清掃
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しらたかを味わう！
会場：JA白鷹グリーンセンター前（26日のみ）・白鷹町文化交流センターあゆ～む

　　　主　　催　白鷹町産業フェア2013実行委員会（白鷹町商工会内　☎８５－００５５）
　　　構成団体　白鷹町、白鷹町商工会、山形おきたま農業協同組合、山形県酪農業協同組合、白鷹町観光協会、白鷹町アルカディア財団、
                                     西置賜ふるさと森林組合

【 】

【 】

　☎　☎ 　
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平
成
24
年
度
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
や
、
か
つ
て
な
い
急
激
な
円
高
な
ど
の
影

響
を
受
け
た
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
笑
顔
か

が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

た
歩
み
を
着
実
に
進
め
、
諸
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に

対
応
す
る
行
財
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
決
算
は
、
歳
入
総
額
で
２
億
１

３
４
１
万
円（
２
．
６
％
）、
歳
出
総
額
で
３
億
１
９
２

７
万
円（
４
．
１
％
）前
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、

収
支
差
引
４
億
４
７
０
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
寄
附
金
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比

べ
約
４
１
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、

町
債（
借
入
金
）な
ど
の
依
存
財
源
は
、
約
１
億
７
３
０

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
別
に
見
る
と
、
支
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き
な
い
義
務
的
経
費

は
、
扶
助
費
が
子
ど
も
手
当
な
ど
の
減
少
に
よ
り
約
２

０
０
万
円
の
減
、
公
債
費（
借
入
金
返
済
）が
約
１
億
９

７
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費
以
外

の
任
意
的
経
費
で
は
、
小
学
校
耐
震
診
断
の
委
託
な
ど

に
よ
り
、
物
件
費
が
約
１
３
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
が
、
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
整
備
事
業
な
ど
の
増
加
に
よ
り
約
４
億
６
４
０

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
将
来
の
財

政
運
営
に
対
す
る
財
源
確
保
の
た
め
に
財
政
調
整
基
金

に
２
億
円
の
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
金（
預
貯
金
）残
高
の
増
加
な
ど
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
歳
入
全
体
に
お
け
る
自
主
財
源

の
割
合
は
依
然
低
く
、
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
へ
の
依

存
度
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
地
方
交
付
税

の
う
ち
普
通
交
付
税
が
約
１
億
９
１
０
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

加
え
て
、
投
資
的
事
業
の
増
加
に
よ
り
地
方
債
（
借
入

金
）
残
高
が
増
加
に
転
じ
る
な
ど
、
町
の
財
政
は
安
定

し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

地
方
財
政
全
体
が
厳
し
く
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

で
す
が
、
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
確
保
に
向
け
て
、

計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
貴
重
な
税
金
を
活
か
し
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

※
目
的
別
の
歳
出
に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
「
歳

　
　

出
を
町
民
一
人
あ
た
り
で
見
て
み
る
と
」
を
参
照

　
　

く
だ
さ
い
。

人件費
12億1,968万円
15.1％

補助費等
11億2,189万円
13.9％

投資的経費
14億7,826万円
18.3％

その他（積立金・
繰出金など）
13億2,246万円
16.4％

公債費
9億9,680万円
12.4％

扶助費
8億5,519万円
10.6％

物件費
7億8,429万円
9.7％

維持補修費
2億8,980万円
3.6％

町税
11億7,093万円
13.7％

その他
（自主財源：繰越金
・諸収入など）
10億4,692万円
12.3％

国庫支出金
4億4,813万円
5.3％

町債
12億2,720万円
14.4％

地方交付税
37億    218万円
43.5％

県支出金
6億4,602万円
7.6％

その他（依存財源：地方譲
与税・地方消費税交付金など）
2億7,405万円
3.2％

基
金
と
は

　

町
の
預
貯
金
の
こ
と
で
す
。

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
の
財

政
調
整
基
金
の
よ
う
に
特
定
の

目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も

の
（
積
立
基
金
）
の
ほ
か
、
特

定
目
的
の
た
め
に
定
額
の
資
金

を
運
用
す
る
た
め
の
も
の
（
定

額
運
用
基
金
）
が
あ
り
ま
す
。

90 億円

80 億円

70 億円

60 億円
20 年度 21 年度 22 年度

88億 7,816 万円

※平成 24 年度末の町民一人あたり残高　514,372 円（前年比＋ 25,189 円）
23年度

83億 2,217 万円
78 億 4,765 万円

※平成 24 年度末の町民一人あたり残高　61,750 円（前年比 +13,654 円）

6億円

5億円

1億円

3億円

20 年度 21 年度

5億 6,984 万円

2億　502 万円

22 年度

3億 4,840 万円4億円

2億円

7億円

8億円

23 年度

7億 4,212 万円

24 年度

75億 4,809 万円

24 年度

9億円

10 億円 9億 4,520 万円

78 億 7,350 万円
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　高齢者や障がい者への福祉増進に努めるとともに、子育て支援
拠点施設整備事業に取り組み、「さくらの保育園」と子育て支援セ
ンター「にこぽーと」を整備しました。そのほか、中学生までの
医療費の自己負担を無料とする「しらたか元気っ子事業」などを
行いました。

　健（検）診事業をはじめとした健康づくり対策、妊婦さんの通院
支援としての「ニコニコマタニティライフ応援事業」などの出産
・子育て支援に加え、新たに「小児インフルエンザワクチン接種
事業」に取り組みました。また、今後の地域環境の望ましい将来
像や環境施策などを掲げた「第２次白鷹町環境基本計画」を策定
しました。

　各集落における「人・農地プラン」の作成を進めるとともに、
戸別所得補償制度の取り組みなどにより、安定した農業経営に向
けた対応を行いました。また、「やまがた緑環境税」による里山林
の整備に取り組みました。このほか、豪雪被害対策として国・県
事業を活用した支援事業を行いました。

　工業では、雇用創出促進や受注拡大などに取り組みました。商
業・建設業では、プレミアム商品券発行や住宅需要促進事業など
商工会の行う事業に対する補助などにより、町内の消費拡大を支
援しました。観光面では、広域観光の推進や一年を通じた観光誘
客を進める事業に取り組みました。また、産業間の連携をより深
めるため、産業コーディネーターを配置して６次産業化に取り組
むとともに、白鷹町産業フェア2012を開催しました。  　　　　  

※町民一人あたりの金額は、平成25年3月31日現在の町の住民
基本台帳人口15,307人で割ったのものです。

　最重要課題としての荒砥橋の架替促進をはじめ、町道の改良や
維持工事、国・県道の幹線道路網の整備促進に努めました。また、
２年目となった除雪車運行管理システムを充実させ、より効率的、
効果的な除雪体制を築きました。このほか、住宅リフォームの総
合支援や下水道特別会計への繰り出しなどを行いました。

　学校教育では、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」を育むた
め各種の取り組みを行ったほか、蚕桑小学校の暖房設備整備をは
じめとした学校施設の整備等を行いました。また、統合中学校に
ついては、統合準備委員会を設置して検討協議を行いました。生
涯学習・スポーツでは、東陽の里グランド改修事業を行うととも
に、各種講座や大会を開催し、地域づくり活動や町民の生涯学習
・生涯スポーツ活動の推進に努めました。芸術文化面では、「あゆ
ーむ」でのさまざまなイベントを通して多くのみなさんにご来場
いただいたほか、町史編さんなどにも取り組みました。

　建設事業などを行うために借り入れたお金の返済などに使われ
ました。新たな借入れについては「公債費負担適正化計画」に基
づき借入額の抑制に努めています。

　総務費では、「白鷹人育成基金」を活用した人材育成事業のほか、
エネルギー計画の策定、長井線やデマンド型交通システムなどの
交通対策、交通安全・防犯対策、財政調整基金の積立てなどを行
いました。消防費では、消防団の全自動積載車の更新や防火水槽
整備などを行いました。これらのほか議会費、労働費、災害復旧
費に使われました。

　町の財政状況について、一般家庭の家計に例えることは、多少の無理がありますので、あくまでイメージ
としてご紹介します。
◇実質赤字比率　　：１年間の家計に占める赤字の割合
◇連結実質赤字比率：２世帯住宅などの場合、それぞれの世帯の家計を合算した家族全体での１年間の家計
　　　　　　　　　　に占める赤字の割合
◇実質公債費比率　：年収に占めるローン返済額の割合
◇将来負担比率　　：ローン残高や生命保険の支払いなどが年収の何年分に相当するかを示した割合

　公営企業ごとに、資金の不足額が事業の規模に対してどれくらいの割合になっているかを示しています。
水道、町立病院、訪問看護ステーション、下水道、農業集落排水の全会計について、資金不足は発生してい
ないため比率はありません。

　

財
政
の
早
期
健
全
化

及
び
財
政
の
再
生
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の

健
全
化
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
比
率
が

早
期
健
全
化
段
階
や
財

政
再
生
段
階
（
将
来
負

担
比
率
を
除
く
。）
の

基
準
値
以
上
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

法
で
定
め
ら
れ
た
計
画

の
策
定
を
行
い
、
財
政

の
健
全
化
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
平
成
24

年
度
決
算
に
基
づ
く
白

鷹
町
の
状
況
は
下
記
の

と
お
り
す
べ
て
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ある家庭の１年間の収入（100）に当てはめると

収　入

支　出

100

その他の生活費
ローン返済額（実質公債費比率1.8ポイント改善）黒 字

13.5

66.8

※イメージ

将来負担比率
これから支払わなければならないローン残高など（将来負担率6.9ポイント改善）
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◆白鷹町における高齢者の人数や要介護認定を受けたかたの人数など

※同じ月に自宅でのサービスと施設でのサービスの両方を利用されたかたもいるので、サービスの合計は一致しません。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
係

認定調査員が訪問し、
介護を必要とするかた
の心身の状態をお聞き
します。

申請の理由となった疾
患を診ている医師が意
見書を記入します。

コンピューター
による一次判定

認定調査で聞き
取りした事項

（
二
次
判
定
）

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１

要支援２
要支援１

非  該  当

☎

　平成24年度の介護保険特別会計は、歳入総額14億8,237万円、歳出総額14億5,820万円となりました。
介護給付費は、13億5,662万円、昨年度から3.7％の伸びとなりました。65歳以上のかた（第１号被保険者）
から町が直接いただいた介護保険料は、2億4,541万円でした。介護保険制度は、介護が必要な状態になっ
たときの生活を支える大切なしくみです。できる限り介護が必要にならないよう、健康づくりと介護予防に
取り組みながら保険料をご負担いただき、みなさまが安心して暮らせる白鷹町をめざしています。
これからもご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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☎

八乙女げんき塾（会場：老人福祉センター）
　外出の回数が少なくなったかたや同世代の仲間との交流をしたいかた、定期
的に外出して楽しみを持ちたいかたが参加できます。週１回、介護予防への取
り組みやグループ活動で楽しい時間を過ごしませんか。送迎をいたしますので
気軽にご利用ください。　　　　　利用料金：１回700円（送迎、昼食代込み）

　　元気はつらつクラブ（会場：白鷹あゆみの園・須貝接骨院）
　基本チェックリストの結果、介護予防の取り組みが特に必要とされたかたを対象に
実施しています。以下の３つのコースがあります。
①運動コース（全12回）：立ち上がりや階段の昇り降りが大変になってきたかたが対
象です。ストレッチやバランストレーニング、筋肉トレーニングに取り組みます。
②口腔コース（全６回）：固い物が食べにくくなった、口の渇きが気になるというか
たが対象です。口の中の手入れ方法や飲み込む力のトレーニングに取り組みます。
③栄養コース（全６回）：体重が減ってきた、やせ傾向にあるかたが対象です。低栄
養を予防するための食事や調理法の助言、相談を行います。

利用料金：指導料として１回200円、送迎料（あゆみの園のみ）１回300円

元気パワーアップクラブ（会場：新野医院・須貝接骨院・みゆき整形外科ｸﾘﾆｯｸ）
　元気はつらつクラブの運動コースを終了したかた、運動を希望するかたが参加できます。
週１回、指導を受けながら楽しく運動しています。　　利用料金：指導料として1回200円

介護者教室事業
　広い世代に認知症について知っていただくため
の教室を開催しています。精神科医師の講演や寸
劇、紙芝居等で認知症の症状や正しい対応を広め
る活動を行っています。

介護者交流事業
　自宅で要介護３以上又は認知度Ⅲ以上の高齢者
を介護しているかたが集まって研修しながら交流
できる機会として、年1回、日帰りコースと宿泊
コースに分かれて実施します。

寝たきり等高齢者介護者激励金支給事業
　生活全般に介助が必要なかた、または認知症の
症状が中程度以上あるかたを、自宅で年度内に６
か月以上介護しているかたに、年に一度激励金を
支給します。

物忘れ相談
　物忘れをするようになって心配だというかた
や、ご家族の物忘れが心配だというかたのための
専門医の相談です。年６回開催しています。

在宅介護おむつ支援事業
　自宅で介護を受けている要介護３以上の高齢者
で、常時紙おむつを使用しているかたに、月に一
度4,000円を上限に紙おむつを支給しています。
在宅日数により支給額が変更されます。
＊世帯収入により非該当となる場合があります。

●65歳以上で要介護認定を受けていないかたが利用できます。

●要介護認定や課税状況など利用条件があります。
詳しくはご相談ください。
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一
定
面
積
（
※
）
以
上
の
土
地
取
引
に
は 

　
　
　
　
　
届
出
が
必
要
で
す

　
　
　
届
出
は
契
約
後
の

  

　
　
　
　
２●

週●
間●

以●

内●

に
し
ま
し
ょ
う  

5,000

10,000
　　　　　　　

　

９
月
20
日
に
県
か
ら
平
成
25
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権などの譲渡

■
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
２
３
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美
し
い
白
鷹
を
未
来
の
子
ど
も

た
ち
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

平
成
24
年
度
よ
り
新
体
制
で
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
２
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
、
清
ら
か
な
水
環

境
の
推
進
、
環
境
教
育
、
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
講
習
会
や
環
境
出
前
講
座
の
開

催
な
ど
、
梅
津
一
久
会
長
ほ
か
、

今
年
度
新
た
に
６
名
の
委
員
を
委

嘱
し
19
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
ご
み
・
資
源
部
会
】

◎
加
藤
仁
美（
蚕
桑
）、
○
海
老
名

文
子（
十
王
）、
大
貫
美
智
子（
荒

砥
）、
菅
原
あ
つ
子（
東
根
）、

＊
片
山
せ
つ（
蚕
桑
）、
＊
髙
山
悦

子（
荒
砥
）

【
水
環
境
部
会
】

◎
石
川
重
二（
鮎
貝
）、
○
佐
藤
久

一（
蚕
桑
）
酒
井
良
加（
鮎
貝
）、

小
口
弘
子（
鮎
貝
）、
＊
中
山
俊
雄

（
鮎
貝
）、
＊
紺
野
俊
一（
鷹
山
）

【
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
】

◎
熊
坂
勝
則（
十
王
）、
○
金
田
正

（
蚕
桑
）、
戸
借
清
策（
鷹
山
）、　

　

汚
れ
・
悪
臭
の
元
を
分
解
、
抗

酸
化
物
質
を
作
り
出
し
、
土
壌
環

境
を
良
好
に
す
る
Ｅ
Ｍ
を
使
用
し

た
、
ぼ
か
し
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。

　

６
〜
７
月
に
か
け
て
、
鮎
貝
・

東
根
・
蚕
桑
の
各
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
合
計
64
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

の
か
た
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
、
よ

い
ぼ
か
し
が
で
き
る
よ
う
心
を
込

め
な
が
ら
、
ま
た
、
環
境
に
つ
い

て
考
え
、
語
ら
い
な
が
ら
作
業
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
づ

く
り
講
座
も
５
月
30
日
と
７
月
３

日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

紺
野
吉
郎（
東
根
）、
＊
山
口
政
人

（
十
王
）、
＊
梅
津
宗
吉（
東
根
）

◎
部
会
長　

○
副
部
会
長　

＊
新

委
員

　

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
水
環
境

部
会
が
中
心
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ

公
園
内
「
中
丸
池
」
の
水
質
浄
化

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
21

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
ヒ
シ
」

と
い
う
水
草
の
刈
り
取
り
作
業
は
、

７
月
の
豪
雨
に
よ
る
大
量
の
土
砂

で
、
残
念
な
が
ら
作
業
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
８
月
10
日
に
Ｅ

Ｍ
発
酵
液
１
５
０
０
ℓ
と
泥
だ
ん

ご
３
０
０
０
個
を
投
入
し
ま
し
た
。

部
会
で
は
き
れ
い
な
池
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
活
動
の
一
環

と
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
プ
ー
ル

清
掃
を
実
施
す
る
た
め
、
町
内
６

つ
の
小
・
中
学
校
で
米
の
と
ぎ
汁

を
使
っ
た
発
酵
液
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
発
酵
液
を
学
校
の
プ

ー
ル
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
プ
ー

ル
の
壁
や
底
に
こ
び
り
つ
く
は
ず

の
ヌ
メ
リ
が
洗
剤
な
し
で
も
き
れ

 
美
し
い
郷
へ
GO
！

い
に
は
が
れ
落
ち
、
プ
ー
ル
掃
除

が
と
て
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　

来
夏
の
プ
ー
ル
授
業
が
待
ち
遠

し
い
で
す
ね
。

　

９
月
12
日
、
荒
砥
地
区
公
民
館

で
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、
旬
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
皮
や
ワ
タ

ま
で
使
っ
た
、
４
種
類
の
お
や
つ

を
作
り
ま
し
た
。

　

☆
皮
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

　

☆
か
ぼ
ち
ゃ
の
だ
ん
ご

　

☆
か
ぼ
ち
ゃ
の
ジ
ャ
ム

　

☆
か
ぼ
ち
ゃ
の
プ
リ
ン

　

「
無
駄
な
く
・
短
時
間
で
・
お

い
し
く
」
で
き
あ
が
り
、
お
喜
び

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月
13
日
、
中
央
公
民
館
で
、

美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
の
新

委
員
を
対
象
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
測
器
を
取
り
付
け
た
車
で
中

央
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
と
し
、
い
つ
も
ど
お
り
に
１

回
目
の
実
車
３
．
３
ｋ
ｍ
を
運
転

し
た
の
ち
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト
の
講

習
を
受
け
、
受
講
後
そ
の
ポ
イ
ン

ト
に
注
意
し
な
が
ら
２
回
目
の
実

車
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
を
受
け
る
前
と
後
で
は
、

リ
ッ
タ
ー
あ
た
り
の
燃
費
改
善
率

は
最
高
で
38
．
６
％
で
し
た
。
ち

ょ
っ
と
し
た
運
転
の
コ
ツ
さ
え
つ

か
め
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
に

も
な
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
し
、
環
境
に
も
お
財
布
に

も
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
の

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
発
信
時
は
ふ
ん
わ
り
ス
タ
ー
ト

　

時
速
20
ｋ
ｍ
ま
で
５
秒
か
け
て

　

の
ゆ
っ
く
り
加
速

②
走
行
時
は
一
つ
先
の
信
号
を
見

　

て
車
間
距
離
に
余
裕
を
持
っ
て

③
駐
停
車
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

　

ト
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進

会
議
（
事
務
局　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係
）
☎
85

－

６
１
３
１



12　

　

　

　

　

　 低出生体重児の減少と低出生体重児への支援

むし歯の予防

詳細は町のホームページをご覧ください。
■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

⇩ ⇩
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　町では、お子さんと高齢者のかたを対象に、インフルエンザ予防接種の費用を一部を
助成いたします。

小児インフルエンザ予防接種 高齢者インフルエンザ予防接種

　対 象 者 生後６カ月～中学3年生（接種日現在）
で、保護者が接種を希望するかた

○満65歳以上（接種日現在）で接種を
希望するかた
○満60歳～ 64歳で心臓・腎臓など　
に障がいのあるかた（身体障害者手帳
１級程度）で接種を希望するかた

　接 種 回 数
生後６カ月～ 13歳未満 ２回

１回
13歳以上 １回

　助 成 額
1,500円（1回につき） 1,000円

＊医療機関には接種料金から助成額を差し引いた額を支払っていただくこと
になります。

　実 施 期 間
　

平成26年１月31日まで

　
実施医療機関

白鷹町内、長井市内の医療機関、公立　
置賜総合病院、きじまキッズクリニック 山形県内の医療機関

　申し込み方法
希望する医療機関に予約をして、接種してください。
また、医療機関によって接種期間等が異なる場合がありますので、希望する
医療機関にお問い合わせください。

　平成25年11月1日から
＊小児の肺炎球菌ワクチンが、7価のワクチンから13価のワクチンに変更になります。
　これにより、従来よりも予防効果が期待できると考えられています。
（接種回数や接種間隔等に変更はありません。）
＊初回接種が2ヵ月から7ヵ月までの間であるかたの追加接種は、初回接種終了後60日
　以上の間隔をおいた後であって、生後12ヵ月以降に行うこととなります。

　■問い合わせ　健康福祉課　健康推進係　☎86－0210

●予診票は医療機関にあります。
●生活保護世帯については全額助成になりますので、担当までご連絡ください。

　

全部支給月額 一部支給月額

41,140円 9,710 ～ 41,130円

■問い合わせ　健康福祉課　子育て支援係　☎86－0212

　この手当は物価の動向によって決められていますが、本来の手当額より1.7％高い水準になってい
ます。この水準を平成25年度から平成27年度の3年間で解消することとなりました。平成25年10月
から平成26年3月の手当額が0.7％の引下げとなります。

１級 ２級

50,050円 33,330円

▼児童扶養手当　月額 ▼特別児童扶養手当　障害等級と月額
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▼い　つ　11月９日（土）午前９時30分～午後３時30分　　
　　　　　    　　　▼どこで　健康福祉センター

　　　

　

　　

☎

【手を振るスポットその１】沿線の自宅付近
　蚕桑駅10時56分、鮎貝駅11時、四季の郷駅11
　時３分に列車が通過します。　
　農作業の合間に、お散歩の途中に…長井線沿線
　の皆様のご協力をお願い致します。

【手を振るスポットその２】荒砥橋歩道橋付近　
　11時４分に通過予定です。
　秋晴れの最上川から一世紀を超えて活躍を続け
　る最上川橋梁に向かって。

【手を振るスポットその３】　 『１００周年記念
　特別列車』車内から
　蚕桑駅10時56分発、荒砥駅11時５分着、当日
　の乗車料金は１乗車１００円です。

※会場付近の駐車場は混雑が予想されますので、
　長井線をご利用ください。
■問い合わせ先 
2013フラワー長井線まつり実行委員会
（事務局 ：山形鉄道）☎88－2002

『長井線開通１００周年記念特別列車』に手をふろう！

▼い　つ　10月19日（土）　午前10時～午後２時30分
▼どこで　荒砥駅特設会場

　2013年フラワー長井線まつりに合わせて『１００周年
記念特別列車に手をふろう！』イベントを実施します。

　☎
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▼い　つ　10月20日（日）午前8時30分～ 12時
▼どこで　荒砥小学校付近
▼内　容　火災防ぎょ訓練、消火訓練、防災ヘ
リによる救助訓練、自主防災組織避難訓練など。
※当日、ポンプ車のサイレンが鳴りますが、火
災と間違わないよう、また、緊急速報訓練とし
て携帯電話への緊急速報メールの一斉送信を行
いますので、本番と間違わないようにお願いし
ます。
※午前10時20分～ 11時まで右図の太線内が通
行止めになります。ご理解とご協力をお願いい
たします。
▼各地区秋季消防演習
　○蚕桑地区…10月27日（日）午後１時～
　　会場　蚕桑小学校
　○鮎貝地区…10月20日（日）午後１時～
　　会場　鮎貝小学校
　○鷹山地区…10月19日（土）午前８時～
　　会場　鷹山小学校
　○東根地区…10月27日（日）午後１時～
　　会場　東根小学校 ■問い合わせ　総務課防災管財係　☎85-6122

「鮎貝城址、羽黒修験者の交流の地を訪ねる」

▼いつ　10月27日（日）午前8時 ～午後1時
　※雨天決行です
▼集合　午前７時50分　中央公民館前
▼講師　鮎貝歴史を語る会　矢羽木信作さん　他
▼移動手段　マイクロバス（現地では徒歩区間も
あります）
▼定員　25人　※定員になり次第締め切り
▼申込締切　10月22日（火）まで
▼参加料　軽昼食代として300円
▼持ち物　歩きやすい服装、飲み物、帽子、雨具
▼見学地　蔵高院（黒鴨）、深山観音、深山和紙
センター、鮎貝八幡宮、常光寺（鮎貝）
※鮎貝地区公民館まつり会場で昼食をとります。
■申し込み・問い合わせ　教育委員会生涯学習係
　☎85－6146

　７月の豪雨災害においては大きな被害がありま
したが、消防団や自主防災組織、ボランティア等、
多くのかたのご協力をいただき、いち早く生活の
復旧を図ることができました。今後の風水害や豪
雪などの災害について、地域での防災活動や知識、
また、ボランティア活動との協力体制などを学ぶ
ための講演会を企画しました。関心のあるかたは
ぜひ、お申し込みください。

▼い　つ　10月25日（金）午後２時～
　　　　　受付は１時30分からです。
▼どこで　白鷹町健康福祉センター
▼講　師　渡邉　陽　氏（県ボランティア・市民
　　　　　活動振興センター長）
▼締め切り　10月18日（金）

■申し込み・問い合わせ　白鷹町社会福祉協議会
　☎86―0150
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　※入選作品は、第２次審査（県審査）へ推薦されます。

新野　愛麻（蚕桑小６年） 紺野　莉咲子（荒砥小５年）

大武　和生（荒砥小６年） 田宮　愛依（荒砥小３年）遠藤　直英（東根小５年）

安達　有夏（東中３年）

岩崎　優理奈（東中１年） 遠藤　槻乃（東中１年）髙橋　由果（東中１年）

馬場　達也（東中１年） 岡田　愛子（東中１年）

■問い合わせ　白鷹町選挙管理委員会　☎85－6120
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●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
　12歳未満の人や、学校が教育活動として実施する
行事に参加する生徒などは課税されません。

   のまめ知識

■問い合わせ　
入湯税・電子申告…税務出納課町民税係　☎85－6132
都市計画税　　　…税務出納課資産税係　☎85－6133

　西中学校区（西中、蚕桑小、鮎貝小）では「学
校支援地域本部事業」に取り組んでいます。この
事業は、学校と地域との連携体制の構築を図り、
より地域に開かれた学校にしていくこと、また、
子どもたちの良好な学習環境を作っていくことを
目的としています。今年度は90名を超える地域
ボランティアの方々より、校舎周辺の環境整備な
どにご協力をいただいています。
■西中学校…部活動指導、校舎周辺の草刈り、生
徒の自転車安全点検など
■蚕桑小学校…本の読み聞かせ、蚕の飼育指導
■鮎貝小学校…昔語りの読み聞かせ

スキー授業指導ボランティアの募集

　スキー授業指導にボランティアとしてご協力い
ただける方を募集しています。西中学校区外の方
もボランティアとして参加することができます。
■問い合わせ　白鷹町教育委員会生涯学習係　　
　☎85－6146　

　町青少年育成推進員によるあいさつ推進運動が、
9月4日に西中学校、6日に東中学校で行われまし
た。
　この運動は、明るいあいさつが飛び交うより良
い地域社会づくりの一助になればとの願いから生
徒会等の生徒と一緒に昇降口に立って声掛けを行
ったものです。
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大会運営にご協力くださいましたみなさん、
ありがとうございました。

白鷹人育成基金（白鷹人育成事業）
平成25年度しらたか夢未来発掘事業中間報告会を開催します！

▼報告事業及びグループ（敬称略）
・しらたか若者コミュニティーネットワーク事業
　しらたか若者コミュニティーネットワーク
　（代表　横山和浩）
・しらたか応援団育成塾　
　しらたか応援団（仮）（代表　清野隆博）
・プロと名乗れる後継者育成　
　ホワイトイーグルス（代表　紺野正光）
・若者よさこい交流事業　　
　よさこい白鷹櫻鷹會（代表　奥山さち子）
・種まきはじめました
　恋の種まき桜実行委員会（代表　新野学）
・しらたかＰＲ大作戦
　白鷹町商工会青年部（代表　川井竜雄）

　「しらたか夢未来発掘事業」では、採択された
６つのグループそれぞれが、町の次代を担う人材
の育成となる助成事業に取り組んでいます。
　右記の６つのグループの今年度の取り組みにつ
いての状況報告及び２年目、３年目のグループに
ついての事業評価を行いますので、みなさん、ぜ
ひお越しください。

▼い　つ　10月29日（火）午後６時～
▼どこで　パレス松風　コンベンションホール
※申込みは、不要ですので、直接会場へお越しく
ださい。どなたでも自由にご覧いただけます。

■問い合わせ　総務課企画室企画調整係　☎85－6123

■問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係
　☎85－6147
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　全選手の記録は町ホームページに掲載しています。

降りしきる雨の中、おつかれさまでした。
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　９月６日、白鷹町蔬菜園芸生産組合（川
井敬一会長）の設立50周年を記念して、エ
ーコープしらたかで野菜や果物の「模擬競
り」が行われました。東根青果市場閉鎖後
約８年ぶりに行われた競りは、一般のお客
さまも飛び入り参加して行われ、競り人の
掛け声に合わせてお目当ての商品を求める
声で会場は活気にあふれていました。同組
合は現在約100名の組合員で組織され、安
全安心な農作物の生産に尽力されています。

　９月27日、パレス松風において第16回白
鷹町建設業労働災害防止大会が開催されま
した。南陽市の佐藤病院の栗田征武先生よ
り「働き盛りの心の健康」について講演が
あり、心の健康を保つことで注意集中力が
保たれ、労働災害の減少につながるとのお
話でした。機械操作のきまり事を守らない
ことが大事故につながります。今後も高い
安全意識を持っていただき、労働災害が起
こらないよう願うものです。

　

９
月
20
日
、
町
土
地
改
良
区
と
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
先
生
と
な
り
、
鮎
貝

小
学
校
の
5
年
生
24
人
が
、
鎌
を
使
っ
て
の
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

5
班
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
、
刈
っ
た
稲
を
束
ね
る
の
に
苦
労
し
て

い
ま
し
た
が
、
友
達
と
協
力
し
た
り
、
慣
れ
て
く
る
と
先
生
の
よ
う
に

上
手
く
な
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

同
日
、
ひ
が
し
ね
保
育
園
の
年
長
児
も
、
も
ち
米
の
稲
刈
り
を
体
験

し
、
小
さ
い
手
に
鎌
を
持
っ
て
み
ん
な
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
中
に
は
勢

い
余
っ
て
尻
も
ち
を
つ
く
園
児
も
。
年
中
児
は
刈
っ
た
稲
を
運
ぶ
作
業

を
手
伝
い
ま
し
た
。
今
年
も
美
味
し
い
お
餅
が
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

先生の指導を真剣に聞く児童。その
目は真剣そのもの。

友達との協力で作業がスムーズに。

ひまわり組の園児とＪＡ青年部、土
地改良区のみなさん。

上手にできるかな？

旭
日
双
光
章
を
受
賞

　

新
野
晃
敏
さ
ん（
鮎
貝
）

　

平
成
25
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
新
野
晃
敏
さ
ん
が
地
方
教
育

行
政
功
労
者
と
し
て
旭
日
双
光
章

を
受
賞
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
記
念
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
野
さ
ん
は
、
医
師
と
し
て
地

域
医
療
に
貢
献
す
る
傍
ら
、
平
成

６
年
４
月
か
ら
平
成
16
年
10
月
ま

で
、
県
の
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
第
４
次
県
教

育
振
興
計
画
の
推
進
、
第
５
次
の

同
計
画
の
策
定
に
携
わ
ら
れ
、
教

育
環
境
の
整
備
や
学
校
保
健
の

充
実
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
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田
勢
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

国
体
の
強
化
コ
ー
チ
と
し
て
選
手

を
指
導
、
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
県
水
泳
連
盟
及
び
東
北
水
泳

連
合
の
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
長
を

務
め
、
選
手
記
録
を
一
元
管
理
し
、

競
技
の
デ
ー
タ（
種
目
毎
）
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
瞬

時
に
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
、
９
月
14
日
の
表

彰
式
で
は
日
本
水
泳
連
盟
の
鈴
木

大
地
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

田
勢
一
雄
さ
ん（
横
田
尻
）
が

日
本
水
泳
連
盟
有
功
章
を
受
章

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
９
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
「
第
37
回
白
鷹
鮎
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
に
は
、
鮎
の
塩
焼

き
を
求
め
て
今
年
も
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
、
笹

に
包
ま
れ
た
鮎
の
ち
ら
し
寿
司
と
押
し
寿
司
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

今年はゆるキャラも来てくれました

焼き上がりを待ち長蛇の列ができた塩焼き

臼と杵での餅つきも体験しました

葉っぱや野菜を使ってのネイチャープリント

　

９
月
22
日
、
23
日
に
の
ど
か
村
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
「
工
芸
体
験
ま

つ
り
」
で
は
、
和
紙
の
絵
付
け
や
竹
細
工
作
り
な
ど
の
工
芸
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
の
餅
つ
き
も
行
わ
れ
、
手
打

ち
蕎
麦
や
、
い
も
煮
な
ど
を
味
わ
う
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

幕
下
昇
進
に
期
待
！

大
相
撲
九
月
場
所

（
9
月
15
日
〜
29
日
）

取組 星取 決まり手
初　日 ○ 押し出し
４日目 ○ 押し出し
６日目 ○ 押し倒し
中　日 ● 送り出し
９日目 ○ 寄り切り
12日目 ○ 押し出し
千秋楽 ● 押し出し
三段目東19枚目　５勝２敗

白鷹山星取表
こ
ん
に
ち
は
、
白
鷹
山
で
す
。 

先
場
所
は
「
勝
ち
越
せ
ば
幕
下
」

を
意
識
し
す
ぎ
て
体
が
固
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
、
立
合

い
に
思
い
切
り
が
な
く
、
足
さ
ば

き
も
も
う
一
歩
が
出
ず
に
３
勝
４

敗
と
負
け
越
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
場
所
は
と

に
か
く
前
へ
前
へ
出
る
相
撲
を
心

が
け
ま
し
た
。 

　

そ
の
結
果
、
５
勝
２
敗
と
勝
ち

越
す
こ
と
が
で
き
、
幕
下
昇
進
も

濃
厚
で
す
。 

　

来
場
所
は
、
さ
ら
に
強
敵
が
ひ

し
め
く
中
で
白
星
を
狙
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
頑
張
り
ま
す
！ 

　

10
月
１
日
、「
サ
ポ
ー
ト
・
ザ
・

パ
レ
ス
」（
奥
山
龍
雄
会
長
）の
企

画
に
よ
り
「
白
鷹
山
と
の
つ
ど
い
」

が
パ
レ
ス
松
風
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
５
勝
２
敗
と
勝
ち

越
し
た
九
月
場
所
の
全
取
り
組
み

が
ビ
デ
オ
上
映
さ
れ
、
パ
レ
ス
松

風
に
お
い
て
の
応
援
募
金
と
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
「
す
ば
ら
し
い
活
躍

に
拍
手
を
送
り
た
い
。
頂
点
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。」
と
激
励
を
受

け
た
白
鷹
山
は
、「
み
な
さ
ん
の

応
援
に
感
謝
し
た
い
。」
と
、
約

２
５
０
人
の
参
加
者
と
握
手
を
交

わ
し
ま
し
た
。
今
後
な
お
い
っ
そ

う
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

白
鷹
山
と
の
つ
ど
い
が

　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
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高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業

●
交
通
事
故
と
詐
欺
被
害
に
あ
う

高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
交

通
事
故
と
犯
罪
被
害
防
止
活
動
と

し
て
、
9
月
26
日
（
木
）
十
王
地

内
で
高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

◎
交
通
安
全
母
の
会
が
主
体
と
な

り
、
各
関
係
機
関
団
体
の
ほ
か
、

荒
砥
高
校
生
も
積
極
的
に
活
動
に

参
加
し
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

推
進
強
化
月
間

◆
期
間　

10
月
15
日
（
火
）
〜
11

月
14
日
（
木
）

◎
具
体
的
な
行
動
で
交
通
事
故
を

防
止
し
よ
う
！

【
歩
行
者
】

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
安
全
確
認
」、

手
や
旗
な
ど
で
「
横
断
す
る
意
思

表
示
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
方
か
ら
の
外
出
は
「
見
ら
れ

て
安
全
」
明
る
い
色
の
服
装
で
、

ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
】

○
横
断
歩
道
の
手
前
で
減
速
し
て

横
断
歩
行
者
に
備
え
、
横
断
者
が

い
る
時
は
一
時
停
止
し
て
歩
行
者

を
横
断
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
そ
の
行
動
に
注
意
し
、
横
断

歩
道
以
外
の
場
所
で
も
「
止
ま
っ

て
渡
し
て
あ
げ
る
」
思
い
や
り
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
！
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
。

○
全
て
の
座
席
で
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
を
。

vol.39
　

家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
や
消
火
器
は
、

メ
ー
カ
ー
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
材
料
に
再
資
源
化
さ
れ
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
】　

デ
ス
ク
ト
ッ
プ

本
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン

①
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
回
収
の

申
し
込
み
を
す
る
。

②
メ
ー
カ
ー
よ
り
「
エ
コ
ゆ
う
パ

ッ
ク
」
伝
票
が
送
ら
れ
て
く
る
。

③
パ
ソ
コ
ン
を
簡
易
梱
包
し
、
伝

票
を
貼
る
。

④
最
寄
り
の
郵
便
局
に
、
戸
口
集

荷
の
依
頼
を
す
る
か
、
持
ち
込
む
。

※
平
成
15
年
10
月
以
降
に
販
売
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
が
あ
る
）
は
、
メ
ー
カ

ー
が
無
料
で
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
前
に
販
売
さ
れ
た
パ
ソ

コ
ン（
マ
ー
ク
な
し
）
は
、
回
収

申
込
時
に
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 　

家
電
を
正
し
く
処
分
し
て
い
ま
す
か
？

【
消
火
器
】　

消
火
器
の
処
理
は
、

日
本
消
火
器
工
業
会
が
地
域
の
販

売
代
理
店
等
と
協
力
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
代
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
運
送
・
保
管
費
用

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
定
窓
口
ま
た
は
指
定
引
取
場

所
に
、
引
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
、
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
、
ゆ
う
パ

ッ
ク
に
よ
る
回
収
を
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。　

全
国
地
域
安
全
運
動

▼
期
間　

10
月
11
日
（
金
）
〜
10

月
20
日
（
日
）

◎
運
動
の
重
点

１
．
声
か
け
・
児
童
虐
待
等
、
子

ど
も
や
女
性
の
犯
罪
被
害
の
防
止

２
．
詐
欺
・
悪
質
商
法
等
に
よ
る

被
害
予
防
、
拡
大
防
止

３
．
施
錠
の
徹
底
に
よ
る
住
宅
対

象
侵
入
犯
罪
の
防
止
、
自
転
車
盗

車
上
狙
い
被
害
の
防
止

４
．
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と

防
犯
カ
メ
ラ
等
防
犯
設
備
の
拡
充

等
に
よ
る
犯
罪
防
止

◎
鍵
か
け
は
全
て
の
防
犯
の
基
本

で
す
！

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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地域包括支援センター ℡86-0112

　

町
で
は
、
偶
数
月
の
第
４
水
曜

日
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
や
相
談
で
、
介
護
者
が
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
、「
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い

と
思
っ
た
時
、
な
か
な
か
相
談
で

き
ず
不
安
に
な
っ
た
り
、
も
し
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
、
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
と
不
安
が
増
し
て
い
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
で

は
、
本
人
と
家
族
の
不
安
に
つ
い

て
、
経
験
の
あ
る
家
族
か
ら
介
護

経
験
の
話
を
聞
く
相
談
や
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
本
人
・
家
族
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
保
健
師
へ
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
か
た
か
ら
は
、

「
大
変
な
の
は
自
分
だ
け
で
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。」　

「
自
分
と
同
じ
経
験
を
し
て
い
る

人
が
い
る
の
で
、
ま
た
話
を
聞
き

た
い
。」

「
家
族
の
認
知
症
に
つ
い
て
、
誰

に
で
も
話
せ
る
こ
と
で
は
な
い
の

で
、
話
が
で
き
る
場
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
。」

等
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
に

は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

『
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
』

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

認
知
症
や
介
護
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
や
相
談

＊
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
認
知
症
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

介
護
者
は
、
初
め
は
認
知
症
の

人
に
振
り
回
さ
れ
て
戸
惑
っ
た
り
、

介
護
に
疲
れ
果
て
た
り
、
気
持
ち

が
落
ち
込
ん
だ
り
し
ま
す
が
、
徐

々
に
ベ
テ
ラ
ン
介
護
者
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

第
一
…
と
ま
ど
い
、
否
定

　

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
ず
一
人

で
悩
む
時
期

第
二
…
混
乱
、
怒
り
、
拒
絶

　

ど
う
対
応
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

ず
一
番
つ
ら
い
時
期

第
三
…
割
り
切
り
、
あ
き
ら
め

　

怒
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の

は
自
分
に
損
に
な
る
と
思
い
始
め
、

割
り
切
る
よ
う
に
な
る
。

第
四
…
受
容

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

り
、
認
知
症
の
人
の
心
理
を
自
分

自
身
に
投
影
で
き
る
。

　　

あ
る
が
ま
ま
の
そ
の
人
を
家
族

の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
一
番
つ
ら
い

と
言
わ
れ
る
第
二
の
時
期
は
介
護

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
利

用
す
る
こ
と
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

　

　
　町では、関連団体、関連機関の協力のもとに、国の「認知症初期集中支援チーム設置促進モデル事
業」を行うことになりました。この事業は、医師、看護師、精神保健福祉士、作業療法士、介護福祉
士、臨床心理技術者と町の地域包括支援センター職員を構成員とするチームを設置し、チーム員による
訪問や会議、継続的なサポートを行うことで、認知症になっても、『早期診断・早期対応』することによ
り、住み慣れた地域で、できるだけ長くその人らしく生活できるよう、ご本人やご家族への支援を行う
ものです。
　この事業の対象となるかたは、以下のかたです。
○現在、医療・介護サービスを受けていない、または医療・介護サービスを中断
　している４０歳以上のかたで、在宅で生活している認知症が疑われるかた
○医療・介護サービスを受けていても、ひとり暮らしや高齢者のみの世帯で介護
　者も認知症が心配になった等で対応に困っているご家族
※この事業についての相談やチーム員による訪問をご希望のかたは下記まで
　お問い合わせください。

■問い合わせ　白鷹町地域包括支援センター　☎86－0112
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

－

就
業
体
験
レ
ポ
ー
ト

－

　

9
月
18
日（
水
）か
ら
22
日（
日
）

に
か
け
て
、
２
年
生
61
人
が
就
業

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
様
々
な

職
種
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

真
剣
に
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
の
保
育
園
で
は
、
園
児

た
ち
と
一
緒
に
、
運
動
会
の
練
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
暑
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
中
、
用
具
の
準
備

や
片
付
け
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
練
習
前
の
体
操
で
は
、
身
体

全
体
を
使
い
、
園
児
の
手
本
に
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
も
す
っ
か

り
懐
い
て
、
日
頃
か
ら
働
い
て
い

る
保
育
士
さ
ん
の
よ
う
で
し
た
。

　

白
鷹
町
立
病
院
で
は
、
患
者
さ

ん
の
食
事
の
介
助
や
人
間
ド
ッ
ク

室
の
ベ
ッ
ド
の
シ
ー
ツ
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
す
ば
や
く
丁
寧
な
手

つ
き
で
シ
ー
ツ
を
替
え
、
黙
々
と

作
業
を
進
め
る
実
習
生
は
、
取
材

の
カ
メ
ラ
を
気
に
す
る
様
子
も
な

く
、
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

3
日
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、
社
会
に
出
て
働
く
「
大
切
さ
」

「
大
事
さ
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
今
後
の

学
校
生
活
や
、
将
来
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
事
業
所
の
み
な
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記　

荒
砥
高
校
２
年　

石
垣
友

絵
・
齋
藤
花
歩
）

町立病院　ベットのシーツ交換

さくらの保育園　運動会用具の準備

「かけっこでよそみしてたらまけちゃった」
おかあさんを探して、ちょっとゆだんしたのかな？

「もうすこしおいこせなかったかけっこで」
きっと、一生懸命がんばったのでしょう。くやしかったね。

�
��
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広告

９月の町長交際費
　平成25年9月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

　500円の商品券が22枚（1セット）で10,000円！
　1,000円お得な商品券です。

　白鷹町商工会では、第７弾となる、町内で使え
る期間限定のプレミアム商品券を発売します。
　今回は１世帯５セットまでお買い求めいただけ
ます。当日来場者ご本人へのみの販売になりま
す。皆さん、ぜひご利用ください。

▼セット数　１５００セット
▼購入数　１世帯あたり５セットまで（１セット
ごとにお求めいただけます。）
▼販売日　10月27日（日）午前10時～
※売り切れ次第終了となります。         
▼販売場所　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
▼利用期間　10月27日（日）～ 12月31日（火）
▼対象商店など　商品券でのお買物はポスター
の貼ってあるお店でどうぞ。詳しくは10月22日
（火）の朝刊折込チラシをご覧ください。

【注意事項】
ＵＣ商品券、各種商品券、ビール券、プリペイド
カード、切手、印紙などの金券等を購入すること
はできません。

◎利用期間を過ぎると利用できなくなります。

■問い合わせ　白鷹町商工会　☎85－0055
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広告

　
次
回
「
走
る
」
十
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
「
日
曜
日
」
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
　
　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地

　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係

　 

宛

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

　
　

０
・
５
６
〜
１
・
３
０
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

▼
期
間　

９
月
19
日
（
木
）
〜
25
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

広
報
直
通
便　

　

　

ご
み
集
積
所
に
無
記
名
の
ご
み

袋
が
多
い
よ
う
で
す
。
名
前
は
必

ず
記
入
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
80
代
男
性
）

　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と

お
り
、
指
定
ご
み
袋
に
は
、
地
区

名
と
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
み
は
収
集
当
日

の
午
前
８
時
30
分
ま
で
、
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
町
民
課　

く
ら
し
環
境
係
）

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

　

10
月
１
日
付
で
、
芳
賀
健
治
郎

さ
ん
（
鮎
貝
）
が
人
権
擁
護
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間

は
３
年
間
で
す
。
現
在
６
名
で
人

権
啓
発
活
動
や
相
談
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
髙
橋
武
雄
（
高
玉
）

・
芳
賀
健
治
郎
（
鮎
貝
）

・
蒲
生
成
子
（
荒
砥
）

・
丸
川
敬
浩
（
十
王
）

・
小
関
陽
一
（
萩
野
）

・
新
野
美
佐
子
（
広
野
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１



28　

募　集

自
衛
官
候
補
生
二
次
募
集

▼
募
集
種
目　

陸
・
海
・
空
自
衛

官
候
補
生
（
男
子
の
み
）

▼
応
募
資
格　

平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
で
18
〜
27
歳
未
満
の
か
た

▼
採
用
予
定
人
数　

県
内
約
30
人

▼
受
付
期
間　

11
月
27
日
（
水
）

ま
で

▼
試
験
日　

12
月
１
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

東
根
市　

神
町
駐

屯
地

▼
説
明
会　

11
月
16
日
（
土
）

午
後
12
時
30
分
〜
２
時

▼
説
明
会
会
場　

白
鷹
町
中
央
公

民
館　

文
化
実
習
室　

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

鷹
山
地
区
公
民
館
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

鷹
山
地
区
公
民
館

▼
内
容　

滝
野
、
萩
野
、
中
山
地

区
の
獅
子
舞
（
昼
12
時
30
分
よ
り

開
始
、
今
年
は
萩
野
の
獅
子
舞
が

御
入
）、
金
魚
す
く
い
、
く
じ
引

き
、
綿
あ
め
、
手
打
ち
そ
ば
体
験
、

売
店
、
小
学
生
の
作
品
展
示
な
ど

▼
そ
の
他　

滝
野
、
中
山
、
針
生

方
面　

バ
ス
運
行
（
１
往
復
）

■
問
い
合
わ
せ　

鷹
山
地
区
公
民

館　

☎
87

－

２
５
０
２　

第
19
回
　
陽
光
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
20
日（
日
）　

午
前

10
時
〜
午
後
１
時
45
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
内

▼
内
容　

井
上
千
春
歌
謡
シ
ョ
ー

・
出
羽
戦
士
ガ
サ
ー
ン
シ
ョ
ー
・

模
擬
店
・
バ
ザ
ー
・
抽
選
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

☎
85

－

３
０
３
０

白
鷹
盆
栽
会
展
示
会

▼
い
つ　

10
月
26
日（
土
）〜
28
日

（
月
）　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

東
根
小
学
校
前　

東

山
際
盆
栽
友
学
館

■
問
い
合
わ
せ　

平
吹
稔

☎
85

－

３
７
３
２

白
鷹
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　

▼
い
つ　

11
月
10
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合　

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
通
学
を
し
て
い
る
か
た
、

協
会
が
特
に
認
め
た
か
た　

▼
競
技
種
目　

男
子
Ａ
・
Ｂ
ダ
ブ

ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
少
年
少

女
ダ
ブ
ル
ス（
小
学
生
）

▼
競
技
方
式　

予
選
リ
ー
グ
後
に

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
参
加
人
数

に
よ
り
変
更
あ
り
）

▼
参
加
料　

大
人
１
０
０
０
円

高
校
生
７
０
０
円　

中
学
生
以
下

５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

参
加
種
目
、
選
手

名
、
所
属
、
申
込
責
任
者
の
住
所

と
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
10
月

31
日
（
木
）
ま
で
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
大
字
畔
藤
２
５
６
１　

小
形
欽
也　

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

１
７
７
２

清
水
あ
ず
さ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

リ
サ
イ
タ
ル

▼
い
つ
11
月
16
日
（
土
） 　

午
後

２
時
開
演 

（
１
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

２
０
０
０
円
（
当
日

２
５
０
０
円
）

▼
主
催　

置
賜
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
愛
好
会
セ
ン
プ
レ

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

・ 

あ
ゆ
ー
む  

☎
85

－

９
０
７
１

・
竹
田
久
次
（
予
約
も
Ｏ
Ｋ
）

■
問
い
合
わ
せ　

竹
田
久
次　
　

☎
85

－

１
７
５
９

米
沢
養
護
学
校
わ
い
わ
い
バ
ザ
ー

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
木
）

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
役
所　

午
前
９
時
45
分
〜

11
時
25
分

イ
オ
ン
米
沢
店　

午
前
10
時
〜
11

時
45
分

▼
中
学
部
の
生
徒
が
制
作
し
た
紙

す
き
製
品
、
染
織
製
品
、
木
工
製

品
、
布
加
工
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
養
護
学
校

中
学
部

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

広告

催　し
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広告

広告

おしらせ

国
道
の
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

○
国
道
２
８
７
号
大
瀬
地
内
で
発

生
し
た
道
路
崩
落
箇
所
の
災
害
復

旧
に
あ
た
り
電
線
移
設
工
事
を
行

う
た
め
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間　

10
月
21
日（
月
）〜
26
日

（
土
）　

午
後
９
時
〜
午
前
6
時

大
瀬
地
内
一
部
を
全
面
通
行
止
め
。

※
普
通
車
の
み
迂
回
路
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
道
路
計

画
課　

☎
88

－

８
２
２
９　

　
○
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
撤
去
工
事
に

伴
い
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

▼
国
道
13
号　

東
栗
子
・
西
栗
子

ト
ン
ネ
ル

①
期
間　

10
月
15
日（
火
）〜
12
月

20
日（
金
）24
時
間
片
側
交
互
通
行

②
迂
回
路　

国
道
４
号
・
１
１
３

号
、
国
道
48
号
、
国
道
49
号
・
１

２
１
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
福

島
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
２
４

－
５
４
６

－

４
３
３
１

▼
国
道
１
１
２
号　

月
山
第
一
・

第
二
ト
ン
ネ
ル

①
期
間　

10
月
15
日（
火
）〜
12
月

20
日（
金
）　

午
後
９
時
〜
午
前
６

時　

全
面
通
行
止
め
。

※
月
山
道
路
区
間
が
夜
間
通
行
止

の
た
め
、
夜
間
に
山
形
道
・
国
道

１
１
２
号
を
利
用
し
て
も
内
陸
地

域
と
庄
内
地
域
間
は
通
行
不
可
。

②
迂
回
路　

国
道
13
号
・
47
号
ま

た
は
、
国
道
７
号
・
１
１
３
号
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
酒

田
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
２
３
４

－

27

－

３
３
３
１

山
形
県
行
政
書
士
会
長
井
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

行
政
書
士
は
皆
様
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書

類
を
作
成
、
提
出
代
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
４
火
曜
日
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
、
長
井
市
役

所
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
で
無
料
相

談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
支
部
ま
で

飯
豊
町
椿
２
４
９
９　

松
山
和
好

行
政
書
士
事
務
所

☎
０
９
０

－

４
８
８
１

－

８
６
５
２

重
症
心
身
障
害
者
の
た
め
の
成

年
後
見
人
研
修
会

「
山
形
県
重
症
心
身
障
害
児（
者
）

を
守
る
会
」
で
は
標
記
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
保
護
者
の
か
た

は
も
ち
ろ
ん
、
兄
弟
や
親
族
の
か

た
な
ど
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
か
た
、
会
員
以
外
の

か
た
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

山
形
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
会
議
研
修
室
１

▼
内
容　

講
話
・
グ
ル
ー
プ
研
修

・
意
見
交
換　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
重
症
心

身
障
害
児（
者
）
を
守
る
会

☎
０
２
３

－

６
８
１

－

８
４
７
７

担
当　

荒
川　
　

※
山
々
は
紅
葉
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
里
で
も
木
々
の
葉
が
落
ち
葉
と
な
る
時
季
で
す
。
自
宅
庭
の
木
な
ど
は
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼いつ　11月10日（日）午前10時30分～午後３時
▼どこで　いきいき深山郷「のどか村」
▼料金　手打ちそば　食べ放題１３００円
（煮物・漬物付き）※子どもも同料金です。
＊今年もおいしい新そばができました。みなさん、
ぜひご賞味ください。
■問い合わせ　のどか村　☎85－0380

▼いつ　11月10日（日）午前10時30分～午後３時
▼どこで　滝野交流館（旧滝野小学校）
▼料金　手打ちそば　１皿６００円
　滝野産の蕎麦粉を使った香り豊かな蕎麦です。
昔懐かしい学校にぜひお越しください。
■問い合わせ　齋藤　☎090－6224－5679



住所　　 氏　　名 年齢

荒砥甲　金　子　孝　助　92
佐野原　竹　田　きよゑ　83
鮎　貝　　　賀　豊　子　97
中　山　石　井　きくゑ　92
横田尻　佐　藤　善　作　86
鮎　貝　鈴　木　　保　　76
箕和田　迎　田　重　雄　83
横田尻　小　林　忠　松　85
深　山　白　田　重　郎　91
大　瀬　後　藤　與惣吉　78
十　王　南　波　　　兵　86
十　王　齋　藤　忠　一　97
鮎　貝　横　澤　美　幸　41
浅　立　鈴　木　健　一　89
畔　藤　　　原　敏　子　87
十　王　渡　邊　し　け　88
鮎　貝　相　馬　浪　江　77

畔　藤 菅原
純一 花

か

　音
のん

千愛

山　口 大塚
隼希 優

ゆう

　希
き

広子

横田尻 長谷部
啓太 源

げん

桂

鮎　貝 小形
正幸 蒼

そう

　福
ふく

安奈

萩　野 梅津
幸治 千

ち

笑
え

里
り

愛美

　　氏　　　名　　　 住所

（芳　賀　智　憲　　鮎　貝   

丸　山　紫　織　　長野県

（髙　橋　慎　也　　長井市

大　滝　美　保　　高　岡

（齋　藤　陽　介　　山形市

新　野　優　佳　　広　野

No.1122
2013-10

-15


	P01.pdf
	P02.pdf
	P03.pdf
	P04.pdf
	P05.pdf
	P06.pdf
	P07.pdf
	P08.pdf
	P09.pdf
	P10.pdf
	P11.pdf
	P12.pdf
	P13.pdf
	P14.pdf
	P15.pdf
	P16.pdf
	P17.pdf
	P18.pdf
	P19.pdf
	P20.pdf
	P21.pdf
	P22.pdf
	P23.pdf
	P24.pdf
	P25.pdf
	P26.pdf
	P27.pdf
	P28.pdf
	P29.pdf
	P30.pdf



